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)2,2,2( AB であるから、線分 AB上の点をQとすると、 10 ≦≦s として 
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線分OPと線分 ABが交点を持つとき、 OQuOP  となるような )1( ≧uu が存在する。 
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②－①より ut 4  ──④ ②＋③より ut 3514   ──⑤ 

④、⑤より tt 312514   22 t  1t  3u  これは 1≧u を満たす。 

①より s64   
3

2
s  これは 10 ≦≦s を満たす。 

3,1,
3

2
 uts のとき、①、②、③は成立。 

 

以上により、線分OPと線分 ABが交点を持つような実数 t として、 1t が存在する。(証明終) 

このとき、交点Qは、
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s を代入して 
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 ……(答) 


